
3 2 .長焦点カメラおよびフォルスカラーフィ

ルム等の活用による林分構造の解明

1試骚担当者

経営部航測研究室長：中鳥 厳

ほか 5名

2試験目的

フォルスカラー,長焦点レンズ撮影,その他最近の写真利用技術ならびに情報解析等の十分 

左活用によって森林の構造と機能を明らかにする効果的な方法を確立する。

3昭和43年度の経過とえられた結果

未開発天然林調査法の研究のためパンクロ写真,或のフォルスカラー写真田もとづき帯 

広局管内約8,。 〇 〇 haの国有林に対する施業案編成資料を求め内約1.〇 〇 ° haに対する精 

密唁周査を実施するため写真測定と補足する地上調査の実施によって樹種別,経級別の材稲»枯 

損観:,生長黄の林班別林型区画別取りまとめおよぴその分布図を作成した。

同時に多変黄解析によって測定要因の相互間,をらぴに材積,枯損,生長に対する関連性を 

明らかにし,それによる各推定計算法を検討した。

これにより材積,生長黄については相関係数で〇• 95以上,枯損最については0.7 5以上で 

求める要因とカテゴリーを選定した。

また,林型区分法によっては平均値の誤差3 %で立木材稻をうることができた。

4昭和44年度試験計画
1 A!林,天然林についてフォルスカラーのより精密左測定によって詳細な林分測京値 

を求め,林分構造,枯損,被害,植生の環境因子,生長竜との関連を明らかにし,森林施 

業にともなつ林分の変化を予測する方法を検討する。

2 長焦点レンズ写真の色調,光員:測定を行ない,広角,普通角写真との比較によって効果 

的な利用法を検討する。

5 写真濃度測定については,これによる地型,林況の調査結果を実地に検討する。
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5 3 •国有林治山主要地区の判定法

1試験担当者

防災部治山第1研究室：難波宣士

秋谷孝一

2試験目的

昭和4 〇 , 41年度に全国有林を対象にして治山重要地区の判定調査が行左われたが,この 

判定方法に問顯点が残っており,また判定地区の面積を小さくすれば,新しい項目の追加が必 

要と思われる。これらの問題点を解決し,現在の重要地区判定法の改善をはかる。

3昭和43年度の経過とえられた結果

1 現在凌での不安定土砂総放の算出法は,各地域ごとの既往最大日雨燈と5 Q年確率日雨 

邦:の最大の値を用いていたが,これ・をあらためそれぞれの面精雨量に見合う値を用いると 

ともに,各地域で崩かいがはじまる限界雨量も採用した。

この結果,地域によってかなりの差がみられ,全体として2 〇%程度の増加が認められ 

た。

2 これ•までの重要度判定指数は,各地域の総不安定土仙と人口密度を乗じた値で求められ 

ている。全休計画上の重要度は,総不安定土砂と影響範囲の人口を乗ずる方が合理的と思 

われ,各種の方法で求めた重要既指数の対比を行なった。

3 判定地域を狭くする場合には,これまでの危的因子のほか亿質的因子の追加が望まれる 

が,保全対象のとりかたにとくに問題が多い。

4昭和44年度試験計画
奥山地域のモデル地域として長野局大町・署,里山地域のモデルとして前橋局新発田署管内を 

主体に調査し,このなかの数基幹流域を選んで判定地区を数千11句にした場合についての判定 

方法を提示する。
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